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1　は　じ　め　に

水稲の側粂施肥栽培は増収と省力の二つの効果が期待さ

れて，現在全国各地で伸びつつある。この施肥法について

は水稲生産及び水質保全の面で効果の高いことが明らかに

されている。施肥位置は．西南暖地においては苗から離れ

た位置（条間）に作条施肥されるが，寒冷地の東北地方で

は初期生育を促進し，収量の安定化をはかることを目的に

しているので，肥料は苗のすぐ槙2～3（Ⅶのところに作条

施肥される。

昭和58年及び59年に普通化成及び粒状の緩効性肥料を側

条施肥し，慣行の全層施肥法と比較し，水稲の生育，収量

に及ぼす効果について検討したが，両年とも気象変動が激

しく．図1に示すように58年は豊熟期には天候に恵まれ

たものの，8月上旬（出穂期近く）まで終始低温に経過し，

一万，59年は稲作全期間はぼ高温に推移した。このような

対照的な気象条件下での試験結果である。
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図1　気温及び日照時間の平均値
との較差（大曲）

蓑1収量及び構成要素

2　試　験　方　法

M　試験実施場所，土壌‥　東北農試栽培第一部圃場，

標高30桝．灰色低地土．金田統

脚　供試品種，苗の種類：アキヒカリ，稚苗

（8）栽植密度，移植日：約20株／ぷ（30×16～17‘滞），

5月中旬稚苗機械移植（同時に側粂施肥）

（4）耕種概要：稲わら約500材10〃秋散布，春すきこ

み，一区面積60〝g

（引　施肥量：58年の試験では全層施肥（N成分で10〟

当たり7毎）し，穂肥（同3秒）を施肥した区を標準とし，

普通化成を滅肥して側条施肥し，滅肥分を中間追肥（8葉

期あるいは9菓期に回した区（2区，3区）また．田植機

専用の緩効性肥料を全層施肥区と同量（実際には若干少な

くなった）を側粂施肥した区（4区）を設けた。穂肥は各

区とも通常のNK化成を使用した。また59年もほぼ同じ設

計で試験した。

3　試　験　結　果

川　収量及び構成要素

収量の結果については表1に示すように，58年の収量は

全層区（標準）で10〃当たり687毎であったのに対し，経

効性側粂区では最高の718旬で，5％の増収となった。普

通化成側条区（2・3区）では穂数は全層区とほぼ同じか，

やや多かったものの，一穂枚数が少なくなり，豊熟はやや

良かったが，わずかに減収した。この点，緩効性側条区で

は棟数が多くなり，一様籾数も80台が維持され，登熟もや
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（ゆ／10 〃） （本／諺） （×10ツガ ） （％） （ク）

61 3 （10 0 ） 4 1 4 8 2．6 34 2 9 2．6 2 3．9

6 8 7 （10 0 ） 5 0 8 83．9 4 26 73．2 2 1．9

5 28 （ 8 6 ） 3 7 8 純．7 2 5 2 90．3 2 2．9

6 8 1 （ 9 9 ） 5 2 0 74．7 3 8 8 ＄5．0 2 1．5

53 4 （ 8 7 ） 3 8 2 7 1．7 27 4 94．7 2 3．6

6 6 4 （ 9 7 ） 53 9 7 9．4 4 2 5 82．1 2 1．1

68 2 （1 1 1 ） 4 16 8 4 ，0 3 4 9 9 2．7

7 18 （1 05 ） 52 5 8 0 ．4 4 2 2 7 7 ．2

や良かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　が低下した。しかし，緩効性側条区は58年と同様最高収量

また，59年は高温年で天候に恵まれ，登熟はきわめて良　になり，11％も増収した。普通化成側条区の場合，中間追

かったが．全体に棟数が少なくなり，58年に比べると収量　肥したにもかかわらず一徳籾数が著しく少なくなり・また，
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穂数の減少も大きく．低収になった。このことは高温年に

おける追肥時期のむずかしさを示している。これに対し，

緩効性側条区では中間追肥なしに，全層施肥区なみの穂数

が得られ，一穂枚数も多かった。梓長は両年とも全区で76

の以下になり．この試験に供試したアキヒカリの場合には

倒伏の心配はなかった。

（21生育経過の特徴

1）茎数の推移を図2に示した。低温の58年には分け

つが遅れ，7月上旬に最高茎数に達した。側粂施肥区では

全層区より茎数が多く，中でも普通化成側条区では基肥を

減らしているにもかかわらず，もっとも多くなり，ついで

緩効佐側粂区であった。しかし，その後の茎数の減少は側

粂区で大きく，穂数は各区とも大差がなくなった。戒当た

り約500本強の穂数が得られ．その中では緩効性側粂区が

もっとも多かった。

高温年の59年は初期から分けつが旺盛で6月下旬には最

高茎数になり，58年と同様，普通化成側条区がもっとも多

くなった。しかし，その後の茎数の減少は各区とも大きく，

棟数は58年に比ベガ当たり100本前後少なくなった。緩効

性側条区の茎数は全層施肥区と似た推移をたどり，普通化

成側条区にみられるような激減はなく，59年も最高穂数に

なった。
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図2　茎数の推移（図中数字は有効茎歩合）

2）茎数の推移に関係深い水稲の窒素濃度をみると，

図3に示すように緩効性側条区の窒素濃度は全層施肥区に

似た推移を示し，低温の58年には普通化成側条区で7月中

旬（幼穂形成期）に2％以下になったのに対し．緩効性側

条区では全層施肥区とともに2％台が維持された。また，

高温の59年には全体に窒素濃度は低く推移し，7月上旬に

△－一一「△側条施肥　　　二　　二線効性
側条
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図3　水稲茎葉の窒素含有率の推移

2％以下になったが，その中でも緩効性側条区は最高濃度
を示した。

このように分けつ期から幼穂形成期にかけて窒素濃度が

高めに維持されるために，緩効性側条区では最高茎数にな

った後の茎数の減少の比較的少なく，棟数が多くなり（有

効茎歩合が高まる）また，一穂籾数が多くなることに結び

ついたものと推察される。

3）乾物重と窒素吸収量（図，省略）．乾物重の推移

は，58年は各区ともほぼ同じ傾向であったが，初期は側条

区でわずかに大きく，59年も同様であった。ただし高温の

59年には58年に比べ初期の乾物垂が大きくなり，窒素濃度

が低下したために普通化成側条区で肥料切れが目立ち，幼

穂形成期以後の乾物垂の伸びが鈍ったが．媛効性側条区で

は全層施肥区と同様に伸びた。

したがって窒素吸収量も緩効性側条区では順調に増加し．

59年には基肥量が若干多かったこともあるが，ほかの区に

比べもっとも多くなった。

4）株間作土のアンモニアの消長を図4でみると，58

年の6月末には側条区でなお約4呼N／100ダ乾土が残存し

たのに対し，59年には0．5叩以下となり，約10日も早く土

壌中のアンモニアが消失し，この結果は地上部の肥料切れ

の傾向と一致した。側条と全層の消失時期の差は明瞭でな

かった。
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図4　株間土壌のアンモニアの消長

4　　ま　　と　　め

59年は高温下で水稲の初期生育が良かったために，土壌

中のアンモニアは早目に消失し，これに伴い水稲の窒素濃

度も早く低下し，特に，側条区でその傾向が顕著であった。

そのために，茎数の減少（有効茎歩合の低下）が大きく，

一徳枚数が少なくなり，著しい減収となった。

中間追肥は＄彙期，あるいは9菓期に2匂N／10〃施用し

たが，効果が十分でなかった。これに対し，緩効性側条区

では，このような生育中期の停帯や凋落が少なく，全層施

肥区を上回る収量となった。普通化成の側条施肥は水稲の

窒素濃度が高めに維持されやすい低温年は全層施肥区に近

い収量が得られるが，高温年には．減収しやすく，中間追
肥の改善が必要である。
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